
ヤングケアラーの支援に向けた取組について 

令和４年１１月１８日 

家庭支援課 

ヤングケアラー対策においては、「周囲がいち早く気付くこと」「子ども自身が自認すること」「具体的な

支援に繋ぐこと」が重要ですが、県では、令和３年４月に各児童相談所に相談窓口を設置するとともに、

同年 10 月には県内全ての中高生にリーフレットを配布するなどして、ヤングケアラーについて子ども自

身や周囲の大人の気付きと早期の相談を促進してきました。 

さらに、令和３年７月に実施したヤングケアラーの実態調査の結果や対策会議の意見等を踏まえ、令和

４年度からＬＩＮＥ相談窓口やオンラインサロンの開設、電話相談２４時間化、支援機関への研修助成な

どヤングケアラーに対する支援体制を強化しています。 

１ 令和４年度の取組 

① 支援の充実・孤立化防止 

（１）ＬＩＮＥ相談窓口【新規】 

ア 内  容  ヤングケアラーがより気軽に相談できるようＬＩＮＥ相談窓口を設置し、ヤングケ

アラーに対して必要な助言を行うとともに、適切な支援につなげる。 

イ 委 託 先  N.K.C ナーシングコアコーポレーション合同会社 

ウ 開 始 日  令和４年６月１３日（月）～ 

エ 相談受付  ２４時間・３６５日 

オ 対応時間  午後６時～１１時 

カ 実  績  相談者人数：２３人、相談やりとり４，９０８回、 

友だち登録２０３人（R4.10.31 現在） 

（２）オンラインサロン【新規】 

ア 内  容  ヤングケアラー同士が悩みや経験を共有し合うオンラインサロンを開催。当事者同

士が悩みや現状を共有しあう機会を提供し、ヤングケアラーの孤立防止を推進する

とともにピアサポーターによるアドバイスを行う。 

イ 委 託 先  N.K.C ナーシングコアコーポレーション合同会社 

ウ 開  催  全８回（令和４年６月～令和５年１月、毎月１回） 

エ 参加者数  １回目（6/13）…49 人、２回目(7/26)…18 人、３回目(8/23)…12 人、４回目(9/29)

…15 人、５回目（10/27)…11 人 

 

 

 

 

オ 参加者の感想・意見 

   ・日頃、言いにくい悩みを共有することができて良かっ
た。個別の相談ができれば更によい。 

・他の参加者は、ケアラーとしての人生を肯定して生き
ていると感じた。話を聞いてすっきりした。 

・ケアする人たちに支援の選択肢をたくさん与えるこ
とが必要。（オンラインサロンのような）話しをする
だけの場所であっても選択肢の一つ。 

・親との間に元々葛藤があり、ケアをしている親に対し
て愛情を感じられない。 

 

（３）電話相談２４時間化【拡充】 

ア 内  容  いじめ１１０番（電話：0857-28-8718）において夜間休日にヤングケアラーに関

する電話相談を令和４年４月１日から受付開始。児童相談所と併せて電話対応を

２４時間３６５日に拡充する。 

イ 相談件数 ５件（行政機関２件、医療機関・知人・一般の方各１件）R4.4.1～10 月末 

ウ 相談内容   

ヤングケアラーの参加者自体が少なく、また、ヤングケアラー同士がいきなりセッションをすること
も難しいため、まずは、支援者同士がやりとり（質問と回答）を繰り返し、その状況をヤングケアラ
ーが視聴した上で、ヤングケアラーからの質問が出されれば支援者が答えるという形式を取ってい
る。 

オンラインサロンの様子（R4.9.29) 
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② 支援者のスキルアップ 

（１）ヤングケアラー支援に関する研修事業費補助金【新規】 

ア 内  容  ヤングケアラーの各支援機関が、それぞれの分野における課題や対策を『掘り下

げて』研修するための補助金（１件あたり 80 千円、補助率 10/10） 

イ 実  績  ４団体（倉吉地区更正保護女性会、鳥取市少年愛護センター、鳥取県行政相談委

員協議会西部支部、東・国府ブロック民生児童委員協議会）に交付決定（R4.10.31

現在）。他に鳥取県福祉研究学会、鳥取市城北地区社会福祉協議会が申請予定。 

（２）支援・対応力向上のための研修会 

ア 内  容  ヤングケアラーの支援者（福祉、介護、医療、教育、子ども食堂等）が、ヤング

ケアラーに気付き、支援につなげることができるようにするための研修会を開催

する（※３の（２）のフォーラムと一体的に開催）。 

イ 開催日時  令和４年１２月１日（木） 午前１０時～正午 

ウ 構  成   

 （ア）第１部（講演） 

    テーマ：ヤングケアラーってなあに？ 

    講 師：冠野 真弓（ヤングケアラー啓発支援団体「Ｋ＆」代表） 

 （イ）第２部（トークセッション） 

    テーマ：ヤングケアラー支援に必要なこと 

    ゲスト：冠野 真弓（ヤングケアラー啓発支援団体「Ｋ＆」代表） 

        ＤＡＩＣＨＩ（鳥取県在住・大学生 現役ケアラー） 

        福島 史子（いじめ・不登校総合対策センター ＳＳＷスーパーバイザー） 

        藤井 有紀（米子市総合相談支援センターえしこに 総合相談支援員） 

        森本 一義（米子市社会福祉協議会 福祉のまちづくり推進課長） 

相談の概要（主なもの） 対応結果 

（医療機関からの相談） 

母が病気で入院中。父や姉では対応が困

難で本児（中学生）が母の入院手続き等

を担っている。家庭では母の代わりに家

事や金銭管理を担い、小学生のきょうだ

いの世話もしている。 

本児面接を行い家庭の状況を確認。本児からのニーズは特

に出なかったため、ヤングケアラーLINE 相談やオンライン

イベントについて情報提供した。また、中学校の連絡会で

市・中学校と状況を共有した。個別支援会議を開き市、中学

校、市教委、医療機関と情報共有。本児から「食事の用意が

しんどい」と具体的にニーズが示されたため、子ども食堂に

つなげるなど主に市が主体となって支援を継続している。 

（知人からの相談） 

娘の友だちがヤングケアラーで、娘に泣

きながらケアのことを話すことがある

らしい。母親が精神疾患で小学校の頃か

ら家事やきょうだいの世話を全部して

きたらしい。どうすればよいか。 

個人を特定する情報は教えてもらえなかったため、チラシ

などを使い相談窓口があることを伝えていただくよう依頼

した。 

（行政機関からの相談） 

保護者のケアを行っている本児（高校

生、中学生のきょうだい）等の支援会議

に出席して意見がほしい。 

ひとり親家庭で保護者は身体機能や認知機能が急激に悪化

しており、そのケアを本児が行っているとのことだった。 

医師の診断結果が出ていないため福祉サービス等は利用で

きていないが、今後、福祉サービスの利用が可能となり本児

らの負担は軽減される見込みだった。 

要対協や学校も支援会議に出席しており会議でそれぞれの

役割を確認し、本児の支援は市と学校が中心となって進め

ていくことになった。 

（行政機関からの相談） 

保護者が難病で本児（高校生）が保護

者に替わり、社会的な手続きなどを行

っている。本児は将来県外への進学を

希望していることもあり、いずれは中

学生のきょうだいが母の世話等の中心

になることも予想される。保護者は周

囲からの支援に拒否的な状況もあり、

具体的な支援がなかなか提供できない

状況となっている。支援を検討してほ

しい。 

市が主体となり関わっている事案であったが、児童相談所

も市の支援を行うこととした。まずは、子ども達が困った時

に相談できる場所を提供することと、子ども達の負担を少

しでも減らす具体的な取組について、関係者会議で検討を

行った。 

行政による支援を当該世帯が自然と受け入れられるように

するため、市と一緒に児童相談所も家庭訪問を実施した。 

保護者・児童との関係を深めながら、現状の環境を改善する

ことを目指すこととしている。 



        神戸 貴子（N.K.C ナーシングコアコーポレーション 代表社員） 

    司 会：藤吉 航介（N.K.C ナーシングコアコーポレーシション） 

③ 理解促進・啓発 

（１）ヤングケアラー啓発事業 

ア 内  容  リーフレットやメディア等の広報媒体によりヤングケアラーの相談窓口等を教育

委員会と連携して子ども等に周知する。なお、小学４～６年生にはマンガを用い

たリーフレットを配布する（小学１～３年生には保護者あてに中高生用のリーフ

レットを配布）。 

イ 実  績 

啓発物品 内容 

リーフレット ○配布部数 100,000 枚（県内の全小中高生等に配布） 

○配布先 335 箇所（県内の全小中高校・特別支援学校・義務教育学校、市町村、

図書館、医療機関、民生委員協議会） 

ポスター ○配布部数 4,000 枚 

○配布先約 335 箇所（リーフレットと同じ） 

メディア等の広報媒

体を用いた情報発信 

○JR 主要駅でのデジタルサーネージ広告（11 月 7日～12 月 4日） 

○ファミリーマートのレジ液晶 POP と店内 BGM（11 月 15 日～11 月 28 日） 

ＢＳＳラジオ ○｢午後はドキドキ！｣（木曜）で相談窓口等を紹介(11/3,11/17,12/1,12/15) 

（２）ヤングケアラーの問題を学ぶためのフォーラム 

２（２）と同時開催 

④ 関係機関の連携 

（１）ヤングケアラー対策会議 

ア 内  容  学識経験者等に助言を求めながら県におけるヤングケアラー対策を検討する。 

イ 委  員  学識経験者、介護支援専門員（鳥取県介護支援専門員連絡協議会）、地域包括支

援センター、障がい者相談支援事業所、学校（県高等学校長協会、県中学校長会、

県小学校長会、都市教育長会、公立鳥取環境大学）、スクールソーシャルワーカ

ー、市町村、児童相談所 

ウ 開催実績  日時：令和４年１１月１１日（金）午後１時３０分～３時 

        場所：県立図書館大研修室 

        内容：以下の事項について報告、協議を実施。 

・令和４年度ヤングケアラー支援強化事業の進捗状況 

・ＬＩＮＥ相談窓口及びオンラインサロンの状況  

・アセスメントシートの作成及び運用 

・令和５年度当初予算要求（案）の概要  

２ 令和５年度の取組（検討中） 

既存事業を継続するとともに、以下の新規（又は拡充）事業の実施を検討していく。  

（１）ＳＮＳ上で集いの場の提供（新規） 

ヤングケアラー同士が悩みや経験をより気軽に共有しやすくするため、ＳＮＳ上の集いの場を

提供するとともに、管理者（コミュニティマネージャー）を配置し、参加者に対して助言や情報

提供等を行う。 

（２）子育て世帯訪問支援臨時特例事業（新規） 

ヤングケアラーのいる家庭に訪問支援員が訪問し、家事支援等を行う市町村に対し、その経費

を助成する。 

（３）ヤングケアラー啓発事業（拡充） 

  これまでの対策に加え、相談窓口を掲載した名刺サイズのカードを全小中高生等に配布する。 

３ 各市の取組 

・鳥取市･･･ヤングケアラー支援コーディネーターを１名配置（今後、更に１名配置予定）、「第 48 回

人権尊重社会を実現する鳥取市民集会」（全体会）でヤングケアラーに関する講演会を開

催（R4.10.7（金）） 

・米子市･･･ヤングケアラー研修会を開催（R4.10.6(木）） 
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もしあなたが、友だちがそうだったら…

小学生用

̶聞かせてください、心の声を̶相談窓口ヤングケアラー

☎ 0857-28-8718
いじめ110番 鳥取県教育委員会事務局

いじめ・不登校総合対策センター（　　　　　　　　　　　　　 ）
※ヤングケアラーの相談も
　受け付けています

相談時間【平日】　8 : 3 0 ～ 1 7 : 3 0

相談時間【平日】　1 7 : 3 0 ～8 : 3 0 　【土日祝日】24時間

☎ 0857-29-5460

福祉相談センター
（鳥取市江津318-１）

［ 東 部 ］

☎ 0858-22-4152

倉吉児童相談所
（倉吉市宮川町２丁目36）

［ 中 部 ］

☎ 0859-33-2020

米子児童相談所
（米子市博労町４丁目50） 

［ 西 部 ］

鳥取県ヤングケアラー
LINE（ライン）相談窓口
家族のお世話や学校のこと、
LINEで相談してみませんか？

［受付時間］ 24時間　［対応時間］ 18：00～23：00

［ 夜 間 ・ 休 日 ］
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く
れ
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囲
の
ヤ
ン
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ケ
ア
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の

子
ど
も
た
ち
の
存
在
に
気
づ
い
て
、

上
記
の
支
援
へ
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず

誰
か
に
相
談
し
よ
う

た
め
ら
わ
ず

周
囲
の
大
人
に

頼
ろ
う

ま
ず
自
分
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か

振
り
返
っ
て
み
よ
う

宿
題
や
自
分
の
時
間
が
な
い
ほ
ど
の
お
手

伝
い
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

家
族
の
世
話
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、ひ
と
り
で
抱
え
込
も
う
と
せ
ず
に
、

ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

大
人
に
頼
っ
て
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
、

ど
う
せ
解
決
で
き
な
い
な
ど
思
わ
ず
、

ま
ず
は
頼
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

本
来
大
人
が
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
家
事

や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。小
さ
い
頃
か
ら

当
た
り
前
の
よ
う
に
家
族
の
世
話
を
し
て
い
た
た
め
、

自
ら
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と
い
う
自
覚
が
な
い
子
ど
も

た
ち
も
多
く
い
ま
す
。
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学
業
へ
の
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響

自
分

に
で
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と
思

う
こ

と
の

範
囲

を
狭

め
て

考
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し

ま
う
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分
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や

っ
て

き
た

こ
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・
進
路
へ
の
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響

友
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関
係
へ
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影
響
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な
ど
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取
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時
間

が
少

な
い

 な
ど

令
和
２
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、調
査
に
参
加

し
た
中
学
校
の
4
6
.6
％
、全
日
制
高
校
の
4
9
.8
%
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が「
い
る
」と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、同
調
査
で
は
、「
家
族
の
中
に
あ
な
た
が
お
世
話
を

し
て
い
る
人
は
い
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、「
い

る
」と
答
え
た
中
学
２
年
生
は
5.
7％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、回
答
し
た
中
学
２
年
生
の
17
人
に
1人
が
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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家
族
の
手
伝
い・
手
助
け
を
す
る
の
は「
ふ
つ
う
の
こ
と
」と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、学
校
生
活
に
影
響
が
出
た
り
、

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
に
不
調
を
感
じ
た
り
す
る
ほ
ど
の
重
い
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、注
意
が
必
要
で
す
。

毎
日

、家
族

を
支

え
る

た
め

に
が

ん
ば

っ
て

き
た

あ
な

た
。

で
も

本
来

、家
族

の
世

話
は

大
人

の
仕

事
。
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ど
も
の
時
間
は
、未

来
へ
と
つ
な
が
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い
く

大
切
な
時
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で
す
。

自
分

の
時

間
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取
り
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に

下
の

3つ
か
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め

て
み

ま
し

ょ
う
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や
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大
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た
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へ
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た

へ
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9歳からヤングケアラーとして病気の家族のお世話をしている現役ケアラ
ーの看護師。⼈が⼤好きなのと家族の病気の経験から看護師になる。介
護というと「⾟い・暗い・しんどい」というマイナスの側⾯に焦点が当
たりがちだけれど、そこからの「学び・成⻑・⽇々のすべらない話」な
どプラスの側⾯を届けたいと思い『ラフィングケアラー』＝笑っている
ケアラーとして活動している。

鳥取県ヤングケアラー フォーラム・研修会

■トークゲスト
冠野�真⼸／ヤングケアラーK&�代表
DAICHI／⿃取県在住・⼤学⽣現役ケアラー
福島�史⼦／⿃取県教育委員会�いじめ・不登校総合対策センター�ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ
藤井�有紀／⽶⼦市総合相談⽀援センターえしこに 総合相談⽀援員
森本�⼀義／社会福祉法⼈⽶⼦市社会福祉協議会 福祉のまちづくり推進課⻑
神⼾�貴⼦／N.K.Cナーシングコアコーポレーション合同会社�代表社員
■コーディネーター
藤吉�航介／NPO法⼈bankup、N.K.Cナーシングコアコーポレーション合同会社

第1部�講演�ヤングケアラーってなあに？
ヤングケアラー経験者より、⽀援者として関わるかもしれないあなたへ

令和４年

12⽉1⽇(⽊)
10:00~12:00

主催：⿃取県 企画運営：N.K.Cナーシングコアコーポレーション合同会社

申込み⽅法
右のQRコードか次のリンク先申込フォームからお申込みください。
申込先URL：https://forms.gle/wSHQaGMEmyigFZfF9
申込・問合せ先：N.K.Cナーシングコアコーポレーション合同会社

お申込み
お問合せ

家庭内のお世話や介護を⽇常的に担っている⼦どもたち「ヤングケアラー」は、中⾼⽣の約20⼈
に1⼈いると⾔われています。このフォーラム・研修会では第１部には９歳からヤングケアラーと
して病気の家族のお世話をしている現役ケアラーの冠野さん、第２部では⿃取県内で学校、⾃治
体、地域、⺠間の⽴場からケアラーを⽀援する⽅々を迎え、ヤングケアラーについて考えます。
みなさまのご参加、お待ちしています。

ヤングケアラー啓発⽀援団体K&�代表

ZOOM開催
参加費：無料

参加対象：関⼼のある⽅
ならどなたでも

冠野�真⼸

第2部�トークセッション�ヤングケアラー⽀援に必要なこと
ケア経験者や学校、⾃治体、地域、⺠間など様々な⽴場からヤングケアラーに関わる⽀援者とともに「ヤ
ングケアラー⽀援に必要なこと」「⾃分たちの⽴場や連携することでできること」を考えます。

� �かんの��� �まゆみ


